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Ⅰ

虚偽告発と云ふ罪目が僕に死刑を言渡した。様姿を隠匿した蒸気の中に身を構へて僕はアスファルト釜を睥睨した。

─直に関する典古一則─

其父攘羊　其子直之

僕は知ることを知りつつあつた故に知り得なかつた僕への執行の最中に僕は更に新いものを知らなければならなかつた。

僕は雪白に曝露された骨片を掻き拾ひ始めた。

「肌肉は以後アトからでも着くことであらう」

剥落された膏血に対して僕は断念しなければならなかつた。

Ⅱ　或る警察探偵の秘密訊問室に於ける

嫌疑者として挙げられた男子オトコは地図の印刷された糞尿を排泄して更にそれを嚥下したことに就いて警察探偵は知る所の一つを有たない。発覚されることはない級数性消化作用　人々はこれをこそ正に妖術と呼ぶであらう。

「お前は鉱夫に違ひない」

因に男子の筋肉の断面は黒曜石の様に光つてゐたと云ふ。

Ⅲ　号外

磁石収縮し始む

原因頗る不明なれども対内経済破綻に依る脱獄事件に関聯する所多々有りと見ゆ。斯道の要人鳩首秘かに研究調査中なり。

開放された試験管の鍵は僕の掌皮に全等形の運河を掘鑿してゐる。軈て濾過された膏血の様な河水が汪洋として流れ込んで来た。

Ⅳ

落葉が窓戸を滲透して僕の正装の貝釦を掩護する。

暗殺




地形明細作業の未だに完了していないこの窮僻の地に不可思議な郵逓交通が既に施行されてゐる。僕は不安を絶望した。

日暦の反逆的に僕は方向を失つた。僕の眼睛は冷却された液体を幾切にも断ち剪つて落葉の奔忙を懸命に幇助していなければならなかつた。

（僕の猿猴類への進化）
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